
肥
後
の
医
学
教
育
は
、
熊
本
藩
の
再
春
館
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
に
な
っ
て
、
西
洋
医
学
が
入
る
と
と
も
に
幾
つ
か
の
変
遷
を
経
て
、

今
の
熊
本
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
再
春
館
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
、
時
の
藩
主
細
川
重
賢
の
と
き
、
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

重
賢
は
細
川
家
第
八
代
の
藩
主
に
あ
た
り
、
思
い
切
っ
た
人
材
の
登
用
と
政
策
の
実
施
で
、
当
時
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
藩
を
見
事
に
立
て
直

し
、
紀
伊
の
徳
川
治
貞
と
と
も
に
「
紀
州
に
騏
麟
、
肥
後
に
鳳
凰
」
と
並
び
称
さ
れ
た
。
熊
本
で
は
重
賢
の
業
績
を
「
宝
暦
の
改
革
」
と
呼

び
、
重
賢
を
霊
感
公
と
尊
称
し
て
い
る
。
こ
の
重
賢
の
文
教
政
策
の
一
つ
が
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
藩
校
の
時
習
館
の
設
立
で
あ
り
、

続
い
て
翌
年
の
医
学
校
再
春
館
の
創
立
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
江
戸
に
蹟
寿
館
が
設
立
さ
れ
た
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
よ
り
も
九
年
前
に
あ
た

る
○

瞬
寿
館
は
『
年
表
日
本
博
物
学
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
和
二
年
四
月
一
○
日
、
多
紀
元
孝
、
医
学
校
の
設
立
を
幕
府
に
請
願
、
五
月
九
日
私
学
創
立
を
許
可
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
外
神
田
佐

久
間
町
の
司
天
台
（
天
文
台
）
の
趾
地
一
五
一
八
坪
を
貸
与
さ
れ
、
医
学
館
を
開
き
、
名
舗
つ
け
て
瞬
寿
館
と
い
う
。

ま
た
『
日
本
文
化
総
合
年
表
』
に
は
、
同
年
十
二
月
四
日
諸
医
が
瞬
寿
館
で
学
ぶ
こ
と
を
許
可
す
る
と
あ
る
。

は
じ
め
に

肥
後
の
医
学
教
育
と
村
井
家

和
曜
讓
驚
壁
甦
噴
謬
平
成
三
年
八
月
六
日
受
付

浜
田
善

利

（63）
戸nF

OdO



こ
の
よ
う
に
肥
後
の
熊
本
に
お
い
て
、
我
国
で
先
駆
的
な
医
学
校
の
創
立
に
携
わ
り
、
実
際
に
再
春
館
を
発
足
、
運
営
し
、
経
営
を
軌
道
に

乗
せ
た
の
が
、
熊
本
府
で
医
を
開
業
し
て
ま
だ
二
代
目
で
あ
り
、
市
井
の
一
医
師
に
過
ぎ
な
か
っ
た
村
井
見
朴
で
あ
る
。

肥
後
に
も
こ
れ
に
関
連
し
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
明
和
一
二
年
（
一
七
六
六
）
正
月
二
十
四
日
の
『
肥
後
藩
庁
機
密
間
日
記
』
（
『
肥
後
医
育

史
』
に
収
録
）
に
、
当
日
の
当
番
家
老
長
岡
少
進
が
記
し
た
一
条
で
、

の
一
主

年
だ
。

こ
れ
を
『
肥
後
医
育
史
』
の
著
者
山
崎
正
菫
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

右
布
達
は
江
戸
に
於
け
る
医
学
教
育
開
始
の
告
示
で
あ
る
。
此
の
医
学
館
は
明
和
二
年
五
月
安
元
の
父
元
孝
が
私
財
を
投
じ
て
建
設
し
濟
寿

館
と
名
づ
け
た
も
の
で
、
此
の
学
館
は
江
戸
に
創
設
せ
ら
れ
、
し
か
も
時
の
幕
府
は
大
に
之
に
好
意
を
寄
せ
て
其
の
建
設
の
こ
と
を
諸
藩
に

知
ら
し
め
る
の
象
な
ら
ず
後
に
は
学
館
維
持
の
た
め
に
諸
医
師
よ
り
年
々
寄
附
銀
を
差
出
さ
し
め
た
る
程
だ
か
ら
、
日
本
医
育
史
上
画
期
的

の
一
大
事
実
で
、
我
国
に
於
け
る
組
織
的
医
学
教
育
の
元
祖
の
や
う
に
思
は
れ
て
居
る
が
実
際
は
再
春
館
の
開
始
よ
り
後
れ
る
こ
と
正
に
九

右
之
趣
寄
々
可
相
達
候

松
平
右
近
将
監
様
被
成
御
渡
候
御
言
付
写
壱
通
大
目
附
中
様
よ
り
被
指
廻
候
に
付
右
御
書
付
之
趣
夫
々
可
申
聞
旨
被
仰
出
候
段
江
戸
よ
り
申

来
候
に
付
き
則
右
書
付
写
壱
通
相
渡
候
御
医
師
中
に
被
相
渡
且
又
町
在
医
業
之
者
に
至
る
迄
不
洩
様
に
可
相
触
旨
田
中
柳
宅
林
田
元
伯
え
可

被
申
渡
候
以
上

右
安
元
儀
此
度
相
願
右
之
場
所
に
而
医
道
致
講
釈
候
御
医
師
之
子
弟
並
陪
臣
医
師
町
医
師
惣
而
医
道
志
之
輩
右
学
館
え
罷
越
候
儀
勝
手
次
第

之
事

医
学
館
神
田
佐
久
間
町

大
目
附
え

奥
医
師
多
紀
安
元
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以
来
、
村
井
家
で
は
代
々
医
師
を
継
ぎ
、
再
春
館
に
勤
め
て
、
肥
後
の
医
育
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
来
た
。
本
論
文
で
は
そ
の
村
井
家
の
歴

代
の
事
績
を
た
ど
り
、
側
面
か
ら
江
戸
時
代
の
肥
後
の
医
学
教
育
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

村
井
家
が
熊
本
の
地
に
医
業
を
起
こ
し
た
の
は
、
見
朴
の
先
代
の
知
安
の
と
き
で
あ
る
。
そ
の
祖
に
つ
い
て
は
、
『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先

哲
偉
蹟
』
巻
一
に
収
録
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
先
祖
菊
池
家
嫡
流
に
て
、
二
十
五
代
菊
池
武
包
に
至
、
屋
形
断
絶
、
肥
前
国
に
出
奔
仕
、
其
後
播
州
林
田
村
に
蟄
居
、
子
両
人
ご
ざ
候
、
長

男
菊
池
武
平
雌
、
戦
死
仕
候
、
二
男
林
田
村
に
て
出
生
仕
候
故
、
林
田
左
京
亮
と
申
候
、
大
永
元
年
御
国
へ
罷
帰
、
託
麻
郡
木
部
村
に
て
、

二
千
石
余
を
領
地
仕
、
家
人
多
育
置
申
候
、
木
部
一
村
は
、
家
来
筋
の
者
に
て
、
其
比
木
部
殿
と
称
申
候
、
左
京
亮
子
出
雲
儀
、
天
文
年
中

よ
り
牢
人
に
て
、
同
木
部
村
に
住
居
仕
候
処
、
慶
長
十
一
月
五
月
、
洪
水
に
て
村
中
及
難
儀
、
大
塘
に
小
屋
掛
仕
凌
居
候
節
、
加
藤
清
正

様
、
郡
中
御
巡
覧
有
之
、
洪
水
の
難
無
之
所
見
立
、
住
居
替
候
様
と
の
事
に
付
、
翌
年
所
替
仕
候
、
上
木
部
村
新
屋
敷
と
申
伝
、
村
井
知
安

御
城
下
へ
引
出
候
節
迄
、
住
居
仕
候
、
出
雲
儀
は
、
加
藤
主
計
様
叔
母
聟
、
田
寺
久
太
夫
聟
に
て
ご
ざ
候
、
嫡
子
林
田
忠
兵
衛
、
其
子
藤
五

右
衛
門
、
其
子
十
右
衛
門
、
其
子
知
安
に
て
候
、
知
安
医
業
仕
、
古
町
新
々
鍛
治
町
へ
住
居
仕
候
、
妻
方
の
氏
村
井
に
相
改
申
候

友
安
は
説
が
能
敦
、
字
が
友
安
、
容
膝
軒
と
号
し
た
。
肥
後
の
医
家
村
井
家
の
初
代
で
あ
る
。
友
安
は
能
次
（
左
京
亮
）
の
六
世
の
子
孫
に
あ

た
り
、
長
松
見
栢
の
養
子
と
な
っ
て
、
妻
の
姓
を
継
い
だ
。
友
安
は
肥
後
の
原
田
宗
意
に
つ
い
て
医
術
を
学
び
、
の
ち
に
熊
本
に
出
て
、
古
町

新
鍛
治
屋
町
に
居
を
定
め
て
、
医
業
を
開
い
た
。

な
お
知
安
が
医
術
を
学
ん
だ
原
田
宗
意
に
つ
い
て
は
、
『
肥
後
人
名
辞
書
』
に

医
を
以
て
細
川
侯
に
仕
へ
、
其
名
噴
々
た
り
。
子
孫
皆
医
を
以
て
名
あ
り
。
元
禄
十
二
年
九
月
十
五
日
残
す
。

と
あ
る
。 一

、

付

井

－ユー戸

永
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幼
よ
り
頴
悟
、
や
や
長
じ
て
群
害
を
読
み
、
天
文
、
算
数
、
律
暦
等
皆
通
ぜ
ざ
る
な
し
と
い
わ
れ
、
儒
医
を
も
っ
て
細
川
家
に
仕
え
た
。
享

保
年
間
（
一
七
一
六
’
一
七
三
五
）
の
終
わ
り
頃
と
考
え
ら
れ
る
が
、
私
塾
復
陽
洞
を
ひ
ら
き
、
多
く
の
医
学
生
を
養
成
し
た
。

ま
た
医
術
の
上
で
は
、
西
海
道
巡
見
副
使
夏
目
氏
の
治
療
に
薩
摩
ま
で
出
向
い
た
り
、
藩
侯
の
病
を
診
た
り
、
数
々
の
顕
著
な
治
病
の
業
績

を
あ
げ
た
が
、
五
十
歳
の
と
き
眼
病
を
患
っ
て
つ
い
に
失
明
し
た
。
見
朴
の
嫡
子
で
あ
る
村
井
琴
山
は
『
先
考
復
陽
洞
先
生
邨
井
府
君
行
状
』

（
『
肥
後
医
育
史
』
に
収
録
）
に
、
見
朴
の
失
明
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

宝
暦
元
年
辛
未
八
月
、
先
考
患
眼
、
暴
赤
腫
疹
、
苦
楚
不
可
言
也
、
然
走
診
、
無
敢
所
閲
焉
、
遂
至
喪
其
明

見
朴
は
失
明
し
た
後
の
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
十
二
月
二
十
七
日
に
、
第
八
代
藩
主
重
賢
の
命
を
受
け
て
、
二
本
木
町
角
井
に
医
学
校
の

再
春
館
を
創
立
、
翌
七
年
正
月
十
九
日
に
開
講
、
見
朴
は
師
役
（
教
授
）
と
し
て
、
開
講
の
辞
を
述
べ
、
盲
目
な
が
ら
続
い
て
『
素
問
』
の
第

一
篇
を
自
ら
講
じ
た
。
琴
山
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

六
年
丙
子
十
有
二
月
二
十
七
日
、
以
先
考
老
且
喪
明
、
拝
命
子
家
、
擢
為
再
春
館
医
学
教
授
、
歳
賜
俸
金
若
干
、
七
年
丁
丑
正
月
、
医
学
告

成
、
十
九
日
先
考
開
館
、
講
素
問
上
古
天
真
論
、
暗
調
講
説
、
其
弁
如
流
、
講
終
告
礼
成
、
賜
宴
子
外
堂

藩
の
医
学
校
が
再
春
館
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
琴
山
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

初
先
考
、
夢
有
一
真
人
、
大
書
再
春
二
字
、
以
賓
先
考
、
先
考
拝
而
承
之
、
夢
覚
、
召
小
子
、
語
其
状
日
、
再
春
二
字
、
汝
以
為
何
、
小

子
未
知
馬
、
先
考
日
、
再
春
者
回
春
也
、
夫
医
之
治
疾
、
使
元
を
同
鱗
寿
域
者
、
尚
万
物
再
被
春
風
煎
敗
之
和
也
、
是
我
医
教
之
興
突
乎

見
朴
は
友
安
の
長
男
と
し
て
、
一
否

字
は
醇
民
、
復
陽
洞
真
人
と
号
し
た
。

友
安
の
長
男
で
、
そ
の
後
を
継
い
だ
の
が
見
朴
で
あ
る
。

二
、
村
井
見
朴

元
禄
十
五
年
（
一
七
○
二
）
四
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
。
村
井
家
の
第
二
代
で
あ
り
、
名
が
朴
、
諄
は
見
朴
、

／八戸、
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Ｌ
」
提
峰
つ
み
卜
。

見
朴
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
九
月
病
を
得
て
再
春
館
教
授
を
辞
し
、
十
一
月
十
三
日
に
没
し
た
。

見
朴
の
人
と
な
り
と
業
績
を
、
友
人
で
あ
り
、
か
つ
藩
校
の
時
習
館
の
教
授
で
あ
っ
た
秋
山
玉
山
は
、
次
の
よ
う
に
墓
碑
銘
に
述
べ
て
い

る
。
な
お
こ
の
墓
碑
銘
は
、
現
在
も
見
朴
の
墓
石
の
三
面
に
残
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
一
よ
り
引
用
す
る
。

哉
、
小
子
識
焉

邨
井
君
見
朴
碑
銘

邨
井
君
、
諄
見
朴
、
字
醇
民
、
自
号
復
陽
洞
真
人
、
本
姓
林
田
氏
、
肥
後
守
菊
池
寂
阿
公
十
一
二
世
之
喬
也
、
事
具
家
牒
、
曽
祖
諄
能
長
、
祖

諄
能
道
、
考
諄
能
敦
、
字
知
安
、
号
容
膝
軒
先
生
、
批
江
氏
、
君
以
元
禄
十
五
年
壬
午
夏
四
月
十
有
三
日
生
、
生
十
一
歳
言
詩
、
梢
長
読
群

書
、
秀
至
天
文
算
数
律
暦
、
莫
不
通
暁
、
従
固
篭
藤
先
生
、
竹
堂
熊
先
生
、
慎
巷
籔
先
生
遊
、
与
墨
君
徽
、
水
斯
立
、
加
仲
精
岡
士
騏
友

善
、
皆
博
強
知
名
之
士
、
君
日
夜
切
側
、
上
下
其
諭
、
得
失
相
易
、
故
特
濯
濯
也
、
君
業
医
、
然
悪
世
方
伎
家
専
重
精
、
奮
然
独
以
仁
術
自

任
、
趨
病
家
、
尊
卑
一
視
、
不
為
低
昂
、
人
間
其
履
声
、
即
有
起
色
、
所
全
治
不
可
勝
数
、
延
享
三
年
丙
寅
八
月
、
西
海
道
巡
検
副
使
夏
目

公
、
至
薩
州
疾
、
隣
国
礼
当
使
医
員
往
診
問
焉
、
適
乏
其
人
、
官
使
君
代
其
職
行
、
往
来
瞼
月
、
莫
有
敗
事
、
労
以
白
金
、
寛
延
三
年
庚

午
、
今
公
即
位
、
公
有
疾
、
召
見
問
治
、
応
対
得
宜
、
公
亦
尋
愈
、
賜
歳
時
之
拝
、
於
是
乎
、
君
之
医
名
大
操
子
遠
近
笑
、
君
至
性
敦
厚
、

不
事
華
飾
、
文
如
其
人
、
行
如
其
言
、
間
人
之
善
、
喜
躍
不
任
、
嘗
録
邦
内
孝
名
聞
子
官
者
先
後
若
干
人
為
伝
、
名
日
孝
子
紀
事
、
以
山
鹿

郡
孫
二
郎
為
首
、
重
其
錫
類
也
、
書
成
、
録
上
、
公
覧
而
蹉
賞
久
之
、
乃
托
之
松
山
源
公
子
、
及
大
医
令
西
岡
橘
公
、
而
賜
之
序
、
於
是

乎
、
君
之
文
名
籍
々
乎
緒
紳
之
間
芙
、
栄
不
亦
華
衰
乎
、
宝
暦
五
年
乙
亥
春
、
我
公
新
興
国
学
、
日
時
習
館
、
館
之
左
右
、
置
武
学
、
東
日

東
樹
、
西
日
西
樹
、
凡
国
之
絃
歌
校
芸
之
士
、
皆
造
焉
、
邦
内
陣
然
饗
風
、
公
日
、
文
武
之
学
備
突
、
唯
未
有
医
学
、
其
如
我
赤
子
天
札

何
、
六
年
丙
子
冬
、
瓶
再
春
館
於
角
井
、
十
二
月
二
十
七
日
、
有
司
擢
君
為
医
学
博
士
、
先
是
、
君
既
喪
明
、
故
得
拝
命
於
家
、
自
是
廩
人

こ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
、
学
校
が
で
き
た
と
き
、
重
賢
の
下
命
を
受
け
て
再
春
の
名
を
上
申
し
、
採
用
さ
れ
て
、
正
式
に
医
学
校
の
呼
称
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は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

先
生
諄
見
朴
、
字
醇
民
、
一
宇
能
章
、
姓
村
井
氏
、
始
号
蜆
巌
、
後
自
号
復
陽
洞
真
人
、
肥
後
熊
本
府
人
、
其
先
菊
池
氏
、
其
中
世
嘗
処
播

之
林
田
、
因
改
姓
林
田
、
曽
祖
考
諄
能
長
、
字
教
祐
、
批
青
木
氏
、
祖
考
謀
能
道
、
字
道
喜
、
批
倉
岡
氏
、
考
諒
能
教
、
字
知
安
、
入
贄
於

江
氏
、
遂
為
其
嗣
、
冒
姓
邨
井
、
邨
井
即
江
氏
之
族
也
、
数
世
業
医
、
隠
而
不
仕
、
先
生
生
於
元
禄
十
五
年
四
月
十
三
日
、
幼
能
詩
、
長
従

固
竜
佐
藤
先
生
、
竹
堂
熊
谷
先
生
遊
、
享
保
十
七
年
、
有
華
医
周
某
、
来
客
子
長
崎
、
官
令
海
内
医
人
得
見
以
議
論
医
事
、
先
生
時
年
二
十

余
、
奮
然
請
行
、
府
不
允
、
延
享
三
年
、
西
海
道
巡
見
副
使
夏
目
公
、
至
薩
而
疾
、
我
藩
宜
使
医
員
診
問
焉
、
廼
選
使
先
生
、
先
生
往
護
其

疾
、
数
旬
而
帰
、
賞
労
賜
白
金
若
干
、
寛
延
三
年
、
台
下
有
疾
、
召
先
生
診
之
、
遂
賜
歳
時
之
拝
、
宝
暦
元
年
、
先
生
患
眼
、
遂
喪
其
明
、

五
年
、
府
命
先
生
噸
録
藩
内
孝
子
之
事
、
六
年
、
再
春
館
成
、
乃
擢
先
生
為
再
春
館
医
学
教
授
、
歳
賜
俸
金
若
干
、
七
年
丁
枇
江
氏
之
憂
、

給
粟
、
幅
夫
従
之
子
館
、
優
老
者
也
、
君
則
日
夕
究
思
、
議
定
科
条
、
以
誘
進
諸
生
、
厳
和
並
至
、
館
中
粛
然
、
従
講
三
年
、
入
館
者
三
百

有
余
人
、
医
道
大
明
於
国
、
而
民
皆
免
於
為
庸
手
刃
腸
胃
、
於
戯
我
、
公
之
仁
斯
民
也
、
既
已
乳
哺
之
、
又
従
而
喚
耽
之
、
則
使
斯
民
之
煕

煕
若
陽
春
同
濟
寿
域
者
、
君
蓋
与
有
力
焉
、
豈
不
謂
功
等
良
相
突
哉
、
後
四
年
、
以
老
且
病
辞
職
、
不
允
、
先
後
凡
四
辞
、
乃
免
、
尚
賜
優

給
若
干
、
老
子
家
、
君
自
失
明
後
、
益
精
於
音
、
好
吹
鉄
笛
、
弾
琵
琶
、
別
構
一
室
、
顔
日
天
際
窟
、
広
狭
裁
容
檀
槽
一
面
、
静
夜
独
坐
其

中
、
弄
溌
一
再
行
、
四
弦
冷
然
、
与
天
籟
相
応
、
竹
月
娼
娼
窺
人
、
其
風
韻
高
逼
如
此
、
君
晩
得
隔
直
之
病
、
不
食
三
数
月
、
惟
酒
是
侍
、

余
時
自
東
都
帰
、
間
其
若
是
也
、
則
不
解
装
、
戦
酒
往
間
焉
、
君
則
欣
然
起
坐
対
酌
、
言
笑
如
平
常
、
徐
謂
余
日
、
去
来
有
数
、
不
久
酒
且

絶
、
我
将
為
餐
霞
之
人
邪
、
其
不
以
死
生
介
意
如
此
、
後
数
日
、
聞
君
病
革
也
、
至
則
既
反
真
美
、
実
宝
暦
十
年
庚
辰
冬
十
一
月
十
有
三
日

也
、
卜
某
日
、
葬
於
万
日
山
先
螢
之
側
、
復
陽
洞
之
称
、
君
蓋
宿
知
之
笑
、
年
五
十
有
九
、
著
復
陽
洞
集
三
巻
、
蔵
子
家
、
姿
坂
田
氏
、
生

丈
夫
子
五
女
二
人
、
男
長
純
、
次
松
、
次
桂
、
次
桃
、
次
棟
、
皆
有
才
学
、
門
人
受
業
於
家
塾
者
、
六
十
余
人
、
与
長
子
大
年
膏
謀
、
磨
貞

石
、
乞
銘
於
儀
、
既
成
、
請
盈
上
人
而
書
之
、
皆
君
之
石
友
也
、
銘
日
、
其
来
也
偶
然
、
其
去
也
偶
然
、
憶
若
人
今
、
舎
我
而
倦
邪

ま
た
『
孤
山
遺
稿
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
一
に
収
録
）
に
収
め
る
時
習
館
教
授
籔
孤
山
（
名
は
懲
）
の
「
再
春
館
医
学
教
授
邨
井
君
擴
誌
」
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合
葬
坂
田
氏
寛
政
三
年
辛
亥
十
二
月
十
四
日
甲
寅
逝
芙

と
あ
り
、
あ
と
の
三
面
に
、
秋
山
玉
山
の
碑
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

な
お
村
井
見
朴
の
著
書
は
『
国
書
総
目
録
』
に
次
の
よ
う
に
あ
げ
て
あ
る
。

『
医
学
六
事
諭
』
、
「
脚
気
腫
満
証
治
方
』
、
『
再
春
館
会
約
』
、
『
再
春
館
規
律
』
（
宝
暦
七
）
、
『
肥
後
孝
子
紀
事
』
、
『
復
陽
洞
集
』
、
『
保
産
食
忌

居
喪
甚
だ
戚
、
辞
職
不
許
、
八
年
又
辞
、
不
許
、
慰
労
歳
賜
票
米
若
干
、
九
年
又
以
病
請
、
十
年
又
請
、
乃
許
之
、
賜
優
給
三
口
、
同
年
十

一
月
十
三
日
疾
残
、
年
五
十
、
葬
子
城
西
万
日
山
先
螢
之
側
、
所
著
述
有
復
陽
洞
集
三
巻
、
角
井
学
規
四
編
、
律
原
正
論
一
巻
、
肥
後
孝
子

記
事
四
巻
、
脚
気
腫
満
証
治
方
一
巻
、
保
産
食
忌
一
巻
、
医
学
六
事
編
六
巻
、
要
坂
田
氏
、
生
男
五
人
、
椿
松
桂
桃
棟
、
椿
字
大
年
、
為

嗣
、
松
字
喬
年
、
為
宇
士
侯
侍
医
帆
足
氏
之
嗣
、
桂
字
芳
年
、
偕
有
文
才
、
不
墜
家
声
、
桃
棟
尚
幼
、
女
二
人
、
長
適
門
人
医
業
選
試
田
中

種
徳
、
次
未
笄
、
大
年
将
痙
誌
石
、
請
文
於
懲
、
々
於
先
生
有
通
家
之
好
、
受
其
愛
顧
、
則
誼
不
可
固
辞
、
乃
謹
次
世
系
出
処
終
始
梗
概
如

右
、
秋
文
学
子
羽
、
既
許
其
碑
文
、
則
行
実
之
認
、
志
業
之
美
、
行
将
見
之
墓
表
之
銘
也
、
慧
又
何
述

見
朴
は
も
と
も
と
医
生
の
教
育
に
対
し
て
、
熱
心
で
あ
っ
た
。
す
で
に
享
保
の
こ
ろ
に
家
塾
を
開
き
、
復
陽
洞
（
復
陽
堂
と
記
し
た
も
の
も

あ
る
）
と
称
し
て
い
る
。
村
井
家
の
記
録
に
は
、
宝
暦
の
初
ま
で
に
七
十
一
名
の
塾
生
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
『
復
陽
洞
品
物
品
目
』

（
『
肥
後
医
育
史
』
に
収
録
）
に
は
二
十
二
種
九
十
三
品
の
薬
物
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
朴
で
あ
っ
た
の
で
、
再
春
館
教
育
の
下
地
は
早
く
か
ら
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

見
朴
の
再
春
館
に
お
け
る
勤
務
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

再
春
館
開
設
時
会
約
主
事
お
よ
び
医
学
教
授

宝
暦
六
年
十
二
月
～
同
十
年
九
月
師
役

熊
本
市
万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
見
朴
の
墓
石
文
は
正
面
に

復
陽
邨
井
先
生
之
墓
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宝
暦
七
年
正
月
長
内
膳
判

再
春
館
の
運
営
に
関
し
て
、
重
賢
の
命
を
受
け
て
見
朴
が
最
も
心
血
を
注
い
で
作
り
上
げ
た
も
の
が
、
「
再
春
館
会
約
」
で
あ
る
。
こ
の
会

約
に
盛
ら
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
、
見
朴
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
読
み
取
れ
る
。
な
お
こ
の
と
き
、
見
朴
は
す
で
に
失
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

『
肥
後
医
育
史
』
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
『
角
井
学
規
』
一
冊
（
写
本
）
が
あ
る
。
ま
た
『
肥
後
文
献
改
題
』
に
は
、
上
記
の
ほ
か
に
さ
ら
に
『
復

陽
洞
歌
集
』
一
冊
（
写
本
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
村
井
家
所
蔵
の
本
だ
っ
た
の
で
、
「
国
害
総
目
録
』
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
『
保
産
食
忌
孜
』
は
、
他
の
文
献
で
は
『
保
産
食
志
』
と
あ
る
。

（
『
肥
後
医
育
史
』
に
収

再
春
館
壁
耆

孜
』
、
『
律
原
正
説
』

一
、
師
を
貴
ぶ
は
古
の
道
な
り
、
会
寮
の
諸
生
温
順
恭
和
、
教
授
之
誇
論
に
背
か
ず
、
紀
律
の
条
目
に
も
と
る
べ
か
ら
ず
、
且
経
史
子
集
は
教

を
時
習
館
に
受
く
く
し
、
此
寮
に
於
て
は
唯
自
己
の
本
業
を
学
ぶ
べ
き
也

一
、
近
冊
晨
治

す
べ
き
事

一
、
医
の
道
は
岐
黄
を
祖
述
し
、
仁
術
に
本
づ
く
、
故
に
尊
卑
を
撰
ば
ず
、
貧
富
を
間
は
ず
、
謝
儀
の
多
少
を
論
ぜ
ず
、
專
本
分
を
守
る
べ
き

事 再
春
館
発
足
の
と
き
、
重
賢
の
命
を
受
け
た
時
習
館
総
教
の
長
岡
内
膳
は
、
三
ヵ
条
か
ら
な
る
「
壁
耆
」
を
館
内
に
掲
示
し
た
。
そ
の
内
容

肥
後
医
育
史
』
に
収
録
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

近
世
治
療
を
先
に
し
、
学
業
を
後
に
す
る
の
輩
、
仮
俗
間
に
信
ぜ
ら
る
ふ
と
も
、
一
旦
の
僥
倖
な
り
、
学
業
を
専
に
し
て
療
治
の
準
縄
と

右
之
通
可
相
守
也

三
、
再
春
館
の
規
約
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第
一
条
に
は
、

ら
、
）

い
る
。再

春
館
会
約
（
『
肥
後
医
育
史
』
に
収
録
）
は
始
め
に
四
カ
条
の
条
文
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
規
律
、
禁
止
、
科
目
、
日
課
の
四
項
目
が
あ
り

医
学
学
習
の
心
得
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。

以
下
各
条
項
が
あ
る
。
そ
↑

右
十
九
条
、
丙
子
冬
十
一

汝
徳
也
、
諸
生
其
勉
栴

一
、
諸
生
須
知
官
與
学
蓄
書
、
立
師
置
徒
、
各
教
育
会
輔
、
以
辱
巳
業
、
而
使
闇
国
之
民
、
無
天
死
札
灌
之
憂
、
其
惠
也
渥
焉
汝
輩
欲
副

我
公
拡
仁
之
意
、
則
常
夙
興
夜
寝
、
博
学
審
問
、
全
汝
業
、
成
汝
徳
也
、
豈
可
不
娼
力
乎
、
謹
勿
荒
怠

日
課
に
は
、

一
、
素
間
霊
枢
者
、
雌
日
起
戦
国
秦
漢
之
際
、
而
百
世
医
流
之
所
祖
述
、
不
可
一
日
廃
焉
者
也
、
毎
月
以
九
之
日
、
教
授
先
生
一
人
講
説
干
再

春
館
、
会
読
討
論
、
別
有
課
日
、
難
経
脈
経
甲
乙
経
者
、
診
視
灸
鍼
、
無
所
不
備
焉
、
併
張
介
賓
類
経
、
而
循
環
輪
読
、
終
而
復
始
、
或
諸

生
以
日
独
君
子
各
寮
、
張
長
沙
者
、
方
法
家
之
鼻
祖
、
其
治
錐
専
在
傷
寒
、
而
諸
症
亦
雑
出
、
加
傷
寒
論
金
置
要
略
二
書
、
医
籍
中
難
読
之

書
、
無
出
其
右
者
、
不
切
瑳
干
此
、
琢
磨
干
彼
、
則
終
身
無
知
方
法
之
旨
、
医
生
豈
可
不
朝
習
而
夕
訶
芙
、
病
源
候
論
者
、
成
於
晴
巣
元
方

氏
、
而
論
弁
諸
症
、
分
析
百
疾
者
、
詳
審
笑
、
物
産
者
、
雛
専
非
医
生
之
業
、
然
知
薬
性
者
、
物
産
為
先
、
不
知
薬
性
、
則
不
熟
方
法
、
不

熟
方
法
、
則
不
能
治
病
、
故
物
産
取
於
李
時
珍
本
草
、
脈
色
者
、
医
家
大
関
係
也
、
不
可
不
詳
群
、
故
脈
色
者
、
取
法
於
叔
和
時
珍
二
氏
、

其
余
諸
害
者
、
宜
従
諸
生
之
所
欲
、
而
会
講
討
論
、
唯
要
不
蹄
等
、
以
正
課
程
日
期

其
余
諸
害
者
、
宜
従
諸
生
之
所
欲
、

下
各
条
項
が
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に

こ
の
会
約
は
、
長
男
の
琴
山
が
、
見
朴
の
口
授
を
受
け
て
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
琴
山
の
会
約
冊
定
か
残
さ
れ
て

一
月
二
十
有
七
日
、
臣
見
朴
奉
官
命
、
与
臣
岩
本
原
理
等
議
定
焉
、
（
中
脳
常
夙
興
夜
媒
、
博
学
審
問
、
全
汝
業
成
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男
の
琴
山
で
あ
っ
た
。
な
お
琴
山
に
つ
い
て
は
、
椿
寿
の
号
を
使
う
文
献
も
少
な
く
な
い
が
、
万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
墓
石
に
は
「
琴

山
邨
井
先
生
之
墓
」
と
あ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
琴
山
に
統
一
し
て
お
く
。

琴
山
は
再
春
館
に
お
い
て
は
、
講
釈
方
、
師
役
お
よ
び
吟
味
役
を
務
め
た
が
、
長
く
在
職
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
二
十
七
歳
で
京

都
の
山
脇
東
洋
に
教
え
を
乞
い
、
東
洋
の
没
後
、
三
十
一
歳
で
吉
益
東
洞
に
師
事
し
て
古
医
道
を
研
鐙
し
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
官
学
と
相
容

れ
ざ
る
風
を
生
じ
た
。

琴
山
は
寛
政
十
年
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塁

一
勘
祁

券
エ
戸

識

（
一
七
九
八
）
に
、
見
朴
以
来
の
家
塾
の
復
陽
洞
を
原
診
館
と
改
め
、
新
た
に
原
診
館
七
則
を
立
て
て
塾
生
の
指
導
に
励

１ ＃
凶
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Ｔ
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令
諸
轄
議

踵

と
し
て
、
宝
暦
七
年
丁
丑
正
月
十
九
日
再
春
館
医
学
教
授
臣
村

井
見
朴
謹
識
と
結
ん
で
い
る
。

な
お
再
春
館
の
堂
上
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
会
約
は
、
明
治
三
年
（
一

函
八
七
○
）
七
月
、
山
崎
に
移
っ
て
い
た
再
春
館
が
廃
校
に
な
る
と
と
も

酷
に
、
撤
廃
さ
れ
た
。

嘩
創
立
当
時
の
再
春
館
の
見
取
り
図
（
『
肥
後
医
育
史
』
に
収
録
）
を
図
１

轌
に
示
す
。

創館春
四
、
村
井
琴
山

再即
琴
山
は
見
朴
の
長
男
で
あ
る
。
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
七
月
十

六
日
に
生
ま
れ
た
。
名
は
純
、
字
は
大
年
、
椿
寿
と
称
し
、
琴
山
と
号

し
た
。
再
春
館
創
立
の
と
き
、
失
明
し
て
い
た
見
朴
を
助
け
て
、
万
事

を
取
り
仕
切
り
、
見
朴
の
事
業
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
蔭
に
あ
っ
た
長
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桑
、
ま
た
善
音
堂
の
華

交
わ
り
も
厚
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
琴
山
を
、
『
肥
後
人
名
辞
書
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

名
は
純
、
字
は
大
年
、
椿
寿
と
称
し
、
琴
山
と
号
す
。
見
朴
の
長
子
な
り
。
古
医
方
を
唱
へ
西
藩
其
風
に
湾
ふ
。
稟
禄
百
五
十
石
、
再
春
館

医
員
と
な
り
、
又
侍
医
を
兼
ぬ
。
蓋
し
異
数
な
り
。
著
書
数
十
部
あ
り
。
文
化
十
二
年
三
月
朔
日
没
す
。
年
八
十
三
。
墓
は
春
日
万
日
山
。

『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

村
井
椿
寿
儀
、
見
朴
子
に
て
候
、
宝
暦
十
二
年
二
月
、
再
春
館
講
釈
仰
付
ら
れ
、
師
役
申
談
、
教
育
可
仕
旨
、
毎
歳
米
二
十
俵
拝
領
、
同
年

病
気
に
て
御
断
、
天
明
六
年
六
月
、
学
業
厚
、
療
治
手
広
、
出
精
致
候
に
付
、
十
人
扶
持
拝
領
寛
政
二
年
、
寅
次
様
御
療
治
仰
付
ら
る
、
同

年
十
二
月
、
銀
十
五
枚
拝
領
、
三
年
十
二
月
、
錘
一
干
枚
、
四
年
御
療
治
御
断
、
後
免
、
同
年
十
二
月
、
銀
十
枚
拝
領
、
六
年
十
二
月
、
太

守
様
御
伺
仰
付
ら
る
、
度
々
御
銀
拝
領
、
八
年
十
月
、
家
業
学
術
抜
群
に
有
之
、
門
生
も
多
、
療
治
数
十
年
、
無
怠
慢
致
出
精
候
に
付
、
御

擬
作
百
石
拝
領
、
外
様
御
医
師
に
召
出
さ
る
、
九
年
四
月
、
御
裏
女
中
療
治
仰
付
ら
る
、
享
和
三
年
二
月
、
瑠
台
院
様
、
御
所
労
中
、
致
出

精
候
に
付
、
御
紋
付
縮
緬
御
袷
羽
織
一
、
白
銀
七
枚
、
拝
領
、
同
年
八
月
、
再
春
館
医
業
吟
味
副
役
、
富
田
大
淵
跡
、
同
年
十
二
月
、
老
衰

に
付
御
断
、
御
免
、
文
化
元
年
正
月
、
著
述
の
和
方
一
万
方
、
公
儀
よ
り
差
上
候
様
御
達
に
付
、
夜
白
出
精
、
骨
を
折
、
写
方
出
来
、
差
上

候
に
付
、
御
紋
附
御
小
袖
一
、
白
銀
七
枚
拝
領
、
五
年
四
月
、
家
業
学
術
精
練
、
及
老
年
候
へ
ど
も
、
無
怠
慢
、
療
治
方
を
も
出
精
、
且
多

の
門
生
を
教
育
致
、
他
方
に
も
相
聞
、
無
比
類
候
に
付
、
座
席
御
物
頭
列
、
七
年
九
月
、
及
老
年
候
へ
ど
も
、
彌
以
無
怠
慢
、
療
治
方
出

精
、
不
相
変
多
の
門
生
を
も
、
致
教
育
候
に
付
、
今
迄
の
御
擬
作
百
石
、
御
蔵
米
の
御
知
行
に
直
下
さ
る
、
九
年
十
月
、
再
春
館
御
取
建
の

始
よ
り
、
医
業
致
研
究
五
十
年
余
、
彌
以
無
怠
慢
、
療
治
方
も
致
出
緒
、
家
業
抜
群
に
付
、
御
上
の
席
に
仰
付
ら
れ
、
御
足
高
五
十
石
拝

領
、
十
一
年
正
月
、
老
衰
に
付
、
御
裏
女
中
療
治
御
断
、
御
免
、
同
年
九
月
、
老
衰
に
付
、
八
十
二
歳
、
御
知
行
差
上
候
、
同
月
再
春
館
御

取
立
の
卿
よ
り
、
父
村
井
見
朴
を
相
助
、
医
学
致
研
究
、
家
業
抜
群
に
有
之
、
数
十
年
数
多
の
門
生
を
致
教
育
、
他
邦
に
も
相
聞
、
無
比
類

ま
た
善
音
堂
の
薬
物
会
を
主
催
す
る
な
ど
、
中
央
の
学
者
と
の
交
流
も
深
く
、
晩
年
は
島
崎
町
に
叢
桂
園
を
営
み
、
藩
内
外
の
文
人
と
の
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貝
ノ
で
お
ぎ
。
０

琴
山
先
生
村
井
君
墓
誌

我
藩
白
宝
暦
中
至
子
今
、
文
化
之
盛
、
固
莫
不
由
明
君
賢
相
在
上
、
与
文
儒
先
生
相
左
右
子
下
、
而
異
能
之
士
成
一
家
之
名
、
以
簸
揚
藩

内
、
其
最
較
然
著
明
者
、
無
斎
藤
氏
与
村
井
君
若
焉
、
斎
藤
氏
与
騎
射
、
而
士
人
遊
惰
之
俗
焔
、
村
井
君
侶
医
方
、
而
医
生
弁
給
之
風
衰
、

是
其
助
風
化
功
亦
大
美
、
而
斎
藤
氏
死
、
有
隅
文
盛
称
其
事
、
村
井
君
継
喪
、
豈
亦
可
浬
滅
其
事
乎
哉
、
文
化
十
二
年
乙
亥
春
三
月
朔
、
琴

山
先
生
村
井
君
病
終
、
葬
子
城
南
万
日
山
先
笙
之
側
、
其
嗣
子
冠
吾
、
請
誌
子
余
、
固
辞
弗
可
、
遂
諾
焉
、
因
案
状
、
琴
山
先
生
名
葬
、
字

大
年
、
称
栫
寿
、
琴
山
則
其
号
、
復
陽
洞
見
朴
先
生
之
長
子
、
家
世
業
医
、
住
子
熊
府
、
目
幼
卓
筆
不
踊
、
蚤
従
父
而
学
、
面
貌
岸
異
、
巨

口
厚
唇
、
大
有
威
稜
、
望
之
雌
然
、
一
見
之
際
、
人
皆
知
為
其
非
常
人
也
、
宝
暦
初
、
藩
興
医
学
館
、
其
父
教
授
喪
明
、
先
生
毎
扶
升
講
席

助
執
読
、
又
設
医
科
定
会
約
、
其
規
模
皆
成
於
先
生
之
手
云
、
其
父
喪
、
先
生
命
助
講
、
辞
不
就
、
是
時
洛
有
東
洞
吉
益
翁
者
、
大
侶
古
医

方
、
先
生
聞
之
、
浮
海
入
洛
、
遊
子
其
門
、
留
数
月
受
方
而
帰
、
数
年
又
遊
洛
、
翁
益
偉
其
才
、
及
帰
送
之
下
堂
、
垂
涕
与
訣
日
、
吾
道
之

寄
、
自
関
以
西
、
一
以
委
汝
芙
、
既
帰
開
講
筵
、
教
誘
後
進
、
都
下
饗
風
、
郡
邑
諸
生
来
聚
者
、
数
十
百
人
、
先
生
長
講
説
、
又
善
罵
人
、

其
斥
非
排
異
、
一
反
其
唇
、
群
醜
皆
廃
、
始
其
侶
古
方
也
、
邦
人
側
目
、
父
戒
其
子
、
兄
戒
其
弟
、
日
是
能
殺
人
実
、
可
恐
也
、
於
是
人
無

為
諸
治
者
、
門
下
粛
然
、
貧
婁
亦
甚
、
一
日
食
絶
、
挙
家
皆
病
、
先
生
強
起
、
往
乞
於
姻
家
、
踵
其
門
逵
巡
而
反
、
日
寧
填
溝
墾
乎
、
不
仰

給
於
人
英
、
其
介
如
是
、
然
執
志
彌
確
、
攻
学
彌
力
不
有
以
殿
誉
貧
富
少
介
其
心
也
、
道
中
年
医
名
日
著
、
施
及
他
邦
、
遠
近
請
治
者
益

衆
、
藩
少
将
老
公
嘗
不
予
、
召
先
生
治
之
、
瑠
台
大
夫
人
不
余
又
如
之
、
又
庶
公
子
及
老
公
庶
母
有
疾
、
皆
命
療
治
、
恩
遇
殊
渥
、
賜
銀
及

服
者
数
、
藩
法
非
内
医
、
則
不
許
侍
診
、
先
生
為
外
員
、
親
侍
湯
薬
、
蓋
異
数
也
、
往
年
立
花
侯
、
竹
田
侯
、
亦
聰
召
先
生
、
又
屡
赴
長
崎

鎮
台
、
及
日
田
代
官
之
招
、
其
他
応
郷
邦
之
請
者
、
不
可
勝
数
、
藩
内
及
諸
邦
之
医
生
、
来
学
子
其
門
者
数
百
人
、
所
著
数
十
部
、
二
千
年

候
に
付
別
段
を
以
、
毎
歳
御
米
二
十
五
俵
つ
１
拝
領

琴
山
の
墓
誌
は
、
時
習
館
教
授
の
辛
島
塩
井
が
撰
し
て
い
る
。
『
塩
井
遺
稿
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ

（74） 546



再
春
館
開
設
時
館
内
総
管

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
一

眼
、
続
薬
徴
、
薬
量
考
、
方
極
刑
定
、
既
梓
干
世
、
目
草
稿
至
子
浄
写
、
皆
其
手
筆
、
其
精
可
見
已
、
嘗
著
和
方
一
万
方
、
緒
余
所
輯
、
蔵

諸
筐
笥
中
、
事
間
江
都
、
台
命
写
一
部
上
焉
、
賜
銀
十
枚
、
藩
府
亦
賜
服
並
銀
、
藩
内
栄
焉
、
先
生
性
蛸
直
、
昂
昂
不
屈
、
常
傲
権
貴
、
不

為
俗
士
容
、
故
強
壮
沈
滞
、
及
五
十
有
余
、
賜
月
俸
十
口
、
数
年
又
賜
廩
禄
百
石
為
医
員
、
後
班
物
頭
列
、
年
既
奎
老
、
請
致
禄
不
可
、
又

班
上
医
、
増
給
五
十
石
、
無
幾
衰
老
日
加
、
又
請
、
遂
允
之
、
歳
賜
米
二
十
五
喪
以
優
老
也
、
翌
年
病
喪
、
年
八
十
有
三
、
配
津
田
氏
、

長
子
名
煥
称
冠
吾
、
班
医
員
、
次
子
名
炳
称
玄
斎
、
擢
上
医
、
又
其
次
子
名
偉
称
閏
五
、
襲
中
根
氏
後
、
今
為
番
士
組
脇
、
皆
其
余
慶
之
所

致
也
、
先
生
精
力
超
人
、
至
老
勉
学
不
減
少
壮
毎
旦
夙
起
、
泗
掃
室
内
、
焚
香
端
坐
、
諦
聖
経
数
紙
、
而
後
畷
茗
就
食
、
学
極
該
博
、
至
干

釈
書
僧
法
、
無
所
不
究
、
最
能
詩
名
子
一
時
、
常
悪
世
詩
人
之
為
法
所
局
束
、
豪
宕
自
放
、
又
尚
清
奇
、
自
称
日
詩
魔
毒
公
、
作
歌
自
述
、

然
毎
吟
峨
長
篇
風
生
、
援
筆
立
成
、
至
其
俊
逸
、
則
大
出
於
人
意
表
、
初
幼
受
業
干
玉
山
秋
教
授
之
門
、
与
古
公
帥
及
吾
先
人
相
友
善
、
又

与
米
大
夫
僧
君
山
、
及
一
時
之
名
士
開
詩
社
、
常
相
往
来
、
文
人
名
綿
至
自
他
邦
、
亦
皆
主
先
生
之
家
云
、
労
解
音
律
、
嘗
遊
崎
陽
、
受
琴

子
清
人
濡
渭
川
者
、
著
琴
録
、
時
披
鶴
鼈
戴
烏
帽
、
奏
南
菫
一
再
行
、
其
楽
晏
如
也
、
又
好
山
水
多
雅
尚
、
嘗
営
別
壁
干
西
渓
之
上
、
茅
宇

清
浄
、
泉
石
成
趣
、
茗
一
焔
、
琴
一
張
、
扁
日
琴
山
小
隠
、
暇
日
遁
遥
、
或
詣
朋
友
故
旧
相
与
吟
峨
、
大
抵
以
為
常
、
晩
年
家
資
些
呈
備
、
図

書
万
巻
、
古
器
雅
玩
、
支
屋
満
架
、
遠
方
珍
異
之
物
、
相
望
輸
厨
、
故
常
会
賓
客
、
清
濁
不
失
、
最
親
骨
肉
、
兄
弟
友
子
、
児
孫
列
前
、
酒

食
供
具
、
毎
以
娯
楽
、
然
躬
常
鹿
食
不
多
食
、
疾
病
遺
命
、
数
用
木
綿
服
、
不
須
絹
帛
、
其
不
忘
本
有
如
是
者
、
先
要
一
日
、
次
子
玄
斎
、

以
其
曠
日
不
愈
、
転
方
進
薬
、
先
生
嘗
之
、
瞑
目
而
叱
日
、
爾
何
邊
也
、
国
手
之
任
当
不
如
是
実
、
気
息
喘
喘
、
口
言
之
不
已
、
玄
斎
為
上

文
化
十
四
年
丁
丑
二
月
塩
井
辛
島
憲
謹
誌

琴
山
の
再
春
館
に
お
け
る
勤
務
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

医
故
云

七
六
二
）
二
月
～
同
年
十
一
月
講
釈
方
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琴
山
の
著
書
は
多
く
、
『
国
害
総
目
録
』
に
は
『
医
字
解
』
、
『
医
道
二
千
年
眼
目
編
』
（
文
化
四
刊
）
、
『
医
方
量
水
率
考
』
、
『
琴
斎
詩
集
」
、
『
琴

斎
文
集
』
、
『
琴
山
遺
稿
』
、
『
琴
山
翁
著
述
目
録
」
、
『
琴
山
翁
文
遺
』
、
『
琴
山
詩
文
集
』
、
『
琴
山
問
答
書
』
、
『
結
舌
編
』
（
天
明
元
）
、
『
原
診
館
遺

稿
』
、
『
原
診
館
随
筆
』
、
『
古
医
薬
量
考
』
（
明
和
五
刊
）
、
『
七
則
解
』
、
『
主
方
考
』
、
「
傷
寒
論
講
義
』
（
天
明
二
刊
）
、
『
傷
寒
論
自
序
講
録
』
、
『
診

余
随
筆
』
、
『
診
余
謨
録
』
、
『
水
気
血
』
、
『
善
音
堂
薬
量
考
』
（
明
和
七
）
、
『
動
古
今
」
、
『
痘
診
要
薬
方
」
、
『
痘
瘡
問
答
』
（
享
和
三
）
、
『
東
洞
先
生

家
塾
方
』
校
（
安
永
九
）
、
『
毒
薬
考
』
、
『
読
類
聚
方
』
、
『
肥
後
村
井
琴
山
医
説
』
、
『
分
量
孜
』
、
「
扁
鵲
伝
』
、
『
扁
鵲
伝
年
表
』
、
『
方
極
刑
定
』

（
明
和
九
）
、
『
本
論
字
談
』
、
『
麻
疹
略
説
』
、
（
享
和
三
）
、
『
万
病
一
毒
之
論
』
、
『
無
大
熱
説
』
、
『
村
井
氏
与
合
志
杏
蓄
書
翰
』
、
『
邨
井
先
生
暦
虫

説
」
、
『
村
井
純
ヨ
リ
中
川
其
徳
二
与
フ
ル
書
』
、
『
薬
徴
朏
定
」
、
『
薬
徴
続
編
』
（
安
永
七
）
、
『
熊
府
薬
物
会
目
録
』
編
（
宝
暦
十
四
）
、
『
諭
儒
医

言
』
（
文
化
七
）
、
『
類
聚
方
議
』
、
『
類
聚
方
存
疑
方
補
遺
十
一
首
』
、
『
類
聚
方
補
遺
存
疑
方
』
、
『
和
方
一
万
方
』
（
天
明
元
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い

う
（
〕
０ と

あ
る
。

向
か
っ
て
左
の
側
面
に

合
葬
津
田
氏
天
保
一

裏
面
に

享
和
三
年
八
月
～
同
年
十
二
月

琴
山
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

琴
山
邨
井
先
生
之
墓

享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
二
月
～
同
年
十
二
月

享
和
三
年
八
月
～
同
年
十
二
月
吟
味
副
役

こ
の
ほ
か
に
『
肥
後
医
育
史
』
に
は
、
琴
山
の
著
書
と
し
て
次
の
書
名
が
あ
る
。

先
生
以
享
保
十
八
年
癸
丑
七
月
十
六
日
而
生
以
文
化
十
二
年
乙
亥
三
月
朔
而
没
享
年
八
十
有
三
美

一
年
辛
卯
三
月
二
十
八
日
辛
巳
逝
英

師
役
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『
擬
文
』
二
冊
（
写
本
）
、
『
琴
山
随
筆
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
建
議
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
五
苓
散
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
再
春
館
学
規
会
約
冊
定
解
』

一
冊
（
写
本
）
、
『
診
録
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
聚
毒
編
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
徐
大
椿
傷
寒
諭
方
弁
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
陳
嘉
模
薬
歌
性
補
遺
』
一
冊

（
写
本
）
、
『
読
類
聚
方
集
覧
』
二
冊
（
写
本
）
、
『
扁
鵲
伝
解
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
漫
遊
記
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
薬
量
考
』
一
冊
（
写
本
）

ま
た
『
肥
後
医
育
史
補
遺
』
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
次
の
書
名
が
あ
る
。

『
古
方
』
、
『
原
診
館
七
則
解
』
、
『
塾
中
雑
記
』
、
『
診
余
漫
録
外
編
』
、
『
痘
訣
』
、
『
白
酒
』
、
『
仏
氏
不
可
恐
薬
説
』
、
『
方
極
刑
定
』
、
『
方
法
法

略
』
、
『
薬
徴
考
訂
』
、
『
薬
徴
続
編
附
録
』
、
『
類
聚
方
Ⅲ
定
』
。

さ
ら
に
『
肥
後
文
献
改
題
』
に
は
、
以
上
の
ほ
か
に
『
医
道
二
付
キ
意
見
書
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
琴
学
或
問
』
二
冊
（
写
本
）
、
『
琴
山
遺
文
』

一
冊
（
刊
本
）
、
『
琴
山
琴
録
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
琴
山
小
隠
』
一
冊
宝
永
）
、
『
孝
子
蒙
求
標
題
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
諺
集
解
』
一
冊
（
写
本
）
、

『
神
主
考
』
六
冊
（
写
本
）
、
『
篇
古
印
式
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
村
井
見
朴
行
状
（
先
考
復
陽
洞
先
生
府
君
行
状
）
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
藺
思
琴
所
遺

稿
』
一
五
冊
（
写
本
）
、
『
類
聚
方
証
翼
』
一
冊
（
写
本
）
、
『
類
聚
方
補
遺
』
一
冊
（
写
本
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
村
井
家
蔵
書
の
中
か
ら
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

蕉
雪
は
琴
山
の
長
男
で
あ
る
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
十
月
十
五
日
に
生
ま
れ
た
。
『
肥
後
人
名
辞
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

名
は
恒
、
字
は
士
陽
、
冠
五
と
称
し
、
蕉
雪
又
は
玉
蠣
と
号
す
。
琴
山
の
長
子
に
し
て
、
後
ち
藩
医
と
な
り
再
春
館
医
学
監
と
な
る
。
人
と

為
り
卓
抜
世
事
を
屑
と
せ
ず
、
豪
侠
小
事
に
拘
は
ら
ず
、
又
治
療
貴
賤
を
撰
ば
ず
意
に
適
せ
ざ
れ
ば
行
か
ず
。
常
に
琴
害
を
弄
び
書
画
を
楽

と
為
す
。
最
も
山
水
四
君
子
を
善
く
す
。
明
の
王
健
章
の
画
風
を
幕
ひ
一
派
を
開
く
。
肥
後
南
宋
画
の
祖
な
り
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

十
二
月
五
日
残
す
。
年
七
十
三
。
墓
は
春
日
万
日
山
。

蕉
雪
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
『
肥
後
藩
画
人
名
録
』
（
『
続
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
八
に
収
録
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

五
、
村
井
蕉
雪
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裏
面
に

村
井
冠
吾
、
名
垣
、
字
士
陽
、
号
蕉
雪
、
藩
医
、
椿
寿
長
子
、
為
人
卓
落
、
不
屑
世
事
、
豪
爽
不
拘
小
節
、
治
療
不
撰
貴
賎
、
亦
不
適
意
、

則
雌
貴
招
不
行
突
、
居
常
玩
琴
書
、
入
梅
琴
亭
、
撫
古
書
画
、
煮
茶
挿
花
、
明
窓
浄
几
、
興
来
揮
漉
、
吾
画
以
為
娯
、
尤
善
山
水
四
君
子
、

発
墨
有
古
風
、
毎
愛
西
郊
別
荘
之
幽
閑
、
日
遊
干
其
泉
石
、
吟
峨
遁
遥
、
後
遂
与
其
妻
岬
、
隠
居
於
此
、
号
石
田
別
業
、
又
称
叢
桂
園
。

蕉
雪
の
墓
誌
（
『
続
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
八
に
収
録
）
は
池
辺
謙
が
撰
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

城
西
万
日
丘
上
、
望
之
有
石
高
四
尺
者
、
是
吾
友
村
井
君
墓
也
、
君
姓
村
井
、
名
炬
、
字
士
陽
、
一
宇
冠
吾
、
号
蕉
雪
、
又
号
玉
嶋
、
晩
年

有
天
大
三
鳳
之
号
、
藩
良
医
琴
山
村
井
先
生
之
長
子
也
、
村
井
氏
世
系
、
詳
子
君
顕
祖
考
復
陽
先
生
碑
、
故
略
焉
、
君
天
資
暴
落
、
風
韻
高

邇
、
出
子
人
表
、
講
業
之
余
、
好
詩
画
、
其
酒
後
揮
毫
也
、
劇
談
高
笑
、
傍
若
無
人
、
而
一
坐
賞
嘆
其
墨
妙
、
君
悪
時
流
之
医
風
、
不
敢
数

権
貴
之
門
、
然
克
継
父
業
也
、
寛
政
八
年
丙
辰
、
賜
拝
謁
、
享
和
二
年
壬
戌
、
奉
命
診
瑠
台
夫
人
病
、
有
絹
及
冊
物
賜
、
文
化
九
年
壬
巾
、

奉
命
診
日
田
鎮
台
三
河
氏
病
、
十
一
年
甲
戌
、
琴
山
先
生
致
仕
、
君
賜
廩
米
七
十
石
、
為
外
班
医
、
文
政
三
年
庚
申
、
諦
了
公
老
、
好
古
書

画
、
君
上
所
蔵
之
数
幅
、
公
悦
賜
八
丈
絹
、
八
年
乙
酉
、
為
再
春
館
医
学
監
、
十
一
年
戊
子
辞
職
、
天
保
二
年
辛
卯
、
奉
命
診
長
崎
鎮
台
高

本
氏
病
、
君
以
明
和
六
年
己
丑
十
二
月
望
生
、
天
保
十
二
年
辛
丑
十
二
月
五
日
、
卒
於
石
田
別
業
、
享
年
七
十
三
、
臨
終
神
色
不
変
、
正
坐

自
若
云
、
凡
応
隣
国
之
招
、
診
病
者
三
十
、
医
生
受
業
子
門
者
三
百
余
人
、
晩
年
琉
球
医
昌
績
者
、
亦
遠
致
耆
列
門
下
云
、
君
嬰
武
藤
氏
、

無
子
、
養
弟
玄
斎
為
嗣
、
嫡
孫
同
雲
、
小
祥
前
来
請
日
、
祖
父
也
、
子
之
旧
識
、
敢
煩
墓
誌
、
余
聞
之
、
感
泣
日
、
余
辱
交
数
十
年
、
以
文

之
拙
、
可
固
辞
子
之
請
也
、
乃
銘
曽
所
概
見
以
授
之
、
銘
日
、

万
日
之
丘
、
神
之
所
休
、
後
喬
松
秀
、
前
大
海
流
、
其
宅
安
固
、
□
口
春
秋

万
日
山
の
村
井
墓
地
に
あ
る
蕉
雪
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

蕉
雪
邨
井
先
生
之
墓

以
明
和
六
年
乙
丑
十
月
望
而
生
以
天
保
十
二
年
辛
丑
十
二
月
五
日
而
没
享
年
七
十
有
一
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向
か
っ
て
左
の
面
に

合
葬
武
藤
氏
弘

と
あ
る
。

『
国
害
総
目
録
』
に
は
、
村
井
恒
の
著
書
と
し
て
、
『
持
脈
軽
重
法
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

琴
山
の
時
か
ら
始
め
た
島
崎
町
の
別
邸
は
、
蕉
雪
の
時
に
完
成
し
た
。
叢
桂
園
、
別
名
を
石
田
別
業
と
い
う
。
蕉
雪
は
最
晩
年
を
こ
こ
で
過

ご
し
た
。
叢
桂
園
は
現
在
は
、
熊
本
市
の
歴
史
公
園
と
な
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
叢
桂
園
の
写
真
を
図
版
１
に
示
す
。

白
陽
、
村
井
玄
斎
は
、
琴
山
の
次
男
で
、
安
、
氷
二
年
（
一
七
七
三
）
九
月
七
日
に
生
ま
れ
た
。
し
《
Ｌ
が
っ
て
蕉
雪
の
弟
で
あ
る
。
そ
し
て
荏
御

雪
の
後
を
継
い
で
い
る
。
『
肥
後
人
名
辞
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

名
は
炳
、
玄
斎
と
称
す
。
椿
寿
（
琴
山
）
の
二
男
な
り
。
藩
に
仕
へ
侍
医
司
上
と
な
り
、
再
春
館
へ
所
蔵
の
医
書
を
献
ぜ
り
。
嘉
水
元
年

（
一
八
四
八
）
二
月
十
日
残
す
。
年
七
十
六
。

『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
琴
山
か
ら
）
三
代
玄
斎
、
白
陽
、
実
は
椿
寿
（
琴
山
）
二
男
な
り
、
御
上
、
御
擬
作
百
石
、
御
物
頭
列
、
五
十
石
御
加
増

白
陽
の
再
春
館
に
お
け
る
勤
務
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

文
化
十
三
年
（
一
八
ニ
ハ
）
六
月
～
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
二
月
御
医
師
触
役

万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
白
陽
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

裏
面
に

白
陽
邨
井
先
生
之
墓

六
、
村
井
白
陽

弘
化
四
年
丁
未
八
月
二
十
日
丁
卯
逝
芙
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向
か
っ
て
左
の
面
に

合
葬
沢
田
氏
文

と
あ
る
。

と
あ
る
。

裏
面
に

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
～
同
年
十
二
月
吟
味
副
役

文
久
元
年
十
二
月
～
同
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
吟
味
本
役

万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
翠
渓
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

翠
渓
邨
井
先
生
之
墓

翠
渓
の
再
春
館
に
お
け
る
勤
務
は
、
唾

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
五
月
句
読
師

翠
渓
、
同
雲
は
文
化
十
四
年
（

『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先
哲
健

（
琴
山
か
ら
）
四
代
同
雲
、
翠
渓

翠
渓
の
著
書
は
『
肥
後
医
育
史
』
に
、
『
傷
寒
論
講
録
外
伝
』
三
冊
（
写
本
）
、
『
翠
渓
随
筆
』
十
二
冊
（
写
本
）
、
『
本
論
脈
談
』
二
冊
（
写
本
）
、

以
安
永
二
癸
巳
九
月
七
日
而
生
以
嘉
永
元
年
戊
申
二
月
十
日
而
没
享
年
七
十
有
六

以
文
化
十
四
年
丁
丑
七
月
望
生
以
文
久
二
年
壬
戌
八
月
七
日
没
享
年
四
十
有
六

七
、
村
井
翠
渓

同
雲
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
七
月
十
五
日
に
生
ま
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
。

上
祖
肘
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
は
、
た
だ
次
の
よ
う
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

文
久
三
年
癸
亥
三
月
二
十
五
日
辛
未
逝
突

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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雲
台
の
再
春
館
に
お
け
る
勤
務
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
六
月
～
同
二
年
（
一
八
六
六
）
（
月
は
不
明
）
吟
味
本
役
で
あ
っ
た
。

万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
琴
浦
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

琴
浦
邨
井
先
生
之
墓

向
か
っ
て
左
の
面
に

以
文
政
十
丁
亥
季
四
月
十
一
日
生
以
明
治
三
十
六
年
癸
卯
年
十
一
月
八
日
残
享
年
七
十
有
七

と
あ
る
。

と
あ
る
。

『
読
名
数
解
』
一
冊
（
写
本
）
が
あ
る
。

凌
雲
、
同
吉
は
翠
渓
の
長
男
で
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
七
日
に
生
ま
れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
八
月
十
日
に
亡
く
な
っ
た
。

『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
は
、

琴
油
、
雲
台
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
四
月
十
一
日
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
十
一
月
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
ゞ

『
諸
家
先
祖
附
』
（
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
巻
三
に
収
録
）
に
は

（
琴
山
か
ら
）
五
代
雲
台
、
琴
揃
、
実
は
弟
な
り

六
代
同
吉
、
実
は
同
雲
長
子
な
り

九
、
村
井
凌
雲

八
、
村
井
琴
浦
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と
あ
る
。

蘇
山
は
明
和
七
年
（
一

音
堂
薬
量
考
』
校
の
聿
男

（
二
）
村
井
習
静

向
か
っ
て
左
の
面
に

嘉
永
五
年
壬
子
二
月
七
日
生
大
正
三
年
甲
寅
八
月
十
日
没

と
あ
る
。（

一
）
村
井
蘇
山

蘇
山
は
見
朴
の
第
三
子
で
あ
る
。
琴
山
の
弟
に
当
た
る
か
ら
、
村
井
家
は
継
が
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
医
者
と
な
り
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ

た
。
『
肥
後
人
名
辞
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

名
は
桂
、
藤
伍
と
称
す
。
見
朴
の
三
子
な
り
。
医
を
吉
益
東
洞
に
学
び
令
名
あ
り
。
京
都
伏
見
に
客
死
す
。
時
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

万
日
山
の
村
井
家
墓
地
に
あ
る
凌
雲
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

凌
雲
邨
井
先
生
之
墓

〆
｜
こ
ト
ヂ
ゼ
圭
厭

習
静
は
見
朴
の
第
四
子
で
あ
る
か
ら
、
琴
山
の
弟
に
あ
た
る
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
三
月
十
一
日
に
生
ま
れ
た
。

「
肥
後
人
名
辞
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

名
は
桃
、
字
は
蟠
年
、
藤
十
郎
と
称
し
、
習
静
と
号
す
。
琴
山
の
弟
に
し
て
別
に
家
を
興
し
、
時
習
館
句
読
師
よ
り
訓
導
と
な
る
。
禄
百

三
月
十
七
日
。
年
三
十
四
。

十
、
村
井
家
の
そ
の
後

七
年
（
一
七
七
○
）
に
、
兄
の
琴
山
の
『
善
音
堂
薬
量
考
』
を
校
定
し
て
い
る
。
『
国
害
総
目
録
』
に
、
村
井
桂
と
し
て
、
『
善

校
の
書
名
が
あ
る
。
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一

里
云

面
ルア■
VL－

『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
『

稿
』
に
あ
る
墓
誌
お
よ
び
『

（
三
）
村
井
家
の
そ
の
後

『
肥
後
医
育
史
補
遺
』
に
絆

そ
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

裏
面
に

と
あ
る
。

鹿
児
島
県
東
市
来
町
湯
之
元
牧
野
祐
之
助
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
村
井
家
の
養
子
と
な
っ
た
。

陸
軍
少
佐
村
井
矢
之
助
之
墓

復
陽
邨
井
見
朴
四
男
、
字
は
蟠

生
於
寛
延
三
年
三
月
十
一
日

残
於
文
政
三
年
十
二
月
三
日

石
。
後
刑
獄
銭
穀
局
監
と
な
り
、
「

享
年
七
十
一
・
墓
は
春
日
万
日
山
。

万
日
山
の
村
井
家
墓
地
で
、
平
成
一

習
静
邨
井
先
生
之
墓

天
保
九
年
戊
戌
十
月
二
十
八
日
丙
申
逝

合
葬
平
野
氏

に
村
井
家
の
現
代
と
記
さ
れ
た
矢
之
助
の
墓
は
、
現
在
村
井
家
墓
地
の
北
側
南
向
き
に
、
墓
石
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、

字
は
蟠
年
、

『
習
静
遺
稿
』
が
あ
る
。
習
静
は
分
家
し
て
別
に
家
を
起
こ
し
、

『
諸
家
先
祖
附
』
の
資
料
は
省
略
す
る
。

平
成
三
年
春
に
新
設
さ
れ
た
習
静
の
墓
石
文
は
、

又
篤
く
道
学
を
信
じ
、

藤
十
郎
又
は
桃
寿
と
称
し
、
別
家
を
興
し
た
。

詩
を
善
く
す
。
著
書
十
余
巻
あ
り
。
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
十
二
月
三
日
残
す
。

正
面
に

医
学
と
は
違
う
道
を
歩
い
た
の
で
、
『
清
風
堂
文
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裏
面
に
は

江
兄

と
あ
る
。

と
あ
る
。

一
袰
面
に
は

と
あ
る
。

山
、
蕉
雪
、
白
陽
と
並

見
栢
の
墓
石
文
は
、

邨
井
見
栢
処
士
之
墓

一
九
四
五
年
黒
河
省
長
在
任
中
、
ソ
連
の
対
日
参
戦
に
よ
り
応
召
、
終
戦
後
ソ
連
に
抑
留
中
、
一
九
四
八
年
カ
ザ
フ
共
和
国
カ
ラ
ガ
ン
ダ
市

郊
外
サ
リ
ョ
ノ
フ
カ
収
容
所
に
て
客
死

明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
二
日
生

今
春
改
葬
さ
れ
た
墓
地
に
は
、
見
朴
の
先
代
の
知
安
、
さ
ら
に
知
安
が
養
子
と
な
っ
た
長
松
見
栢
の
墓
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
、

、
蕉
雪
、
白
陽
と
並
ん
で
、
そ
の
右
に
位
置
し
て
い
る
。

知
安
の
墓
石
文
に
は
、
正
面
に

容
膝
村
井
先
生
之
墓

本
姓
林
田
氏
、
字
知
安
。
諄
能
敦
。

ま
た
今
春
新
設
さ
れ
た
墓
石
の
一
つ
に
、
琴
浦
、
雲
台
の
次
女
の
志
津
の
墓
が
あ
る
。
正
面
に
は

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日
残

享
年
五
十
九
歳

見
栢
。
字
容
甫
。
称
長
松
茸
。

正
一
団
こ

－
・
Ｉ
Ｊ
－
ｒ
ｌ
卜
、
〃
Ⅱ

見
朴
、
琴
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村
井
家
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
朴
は
別
に
し
て
、
琴
山
か
ら
代
を
数
え
て
お
り
、
『
諸
家
先
祖
附
』
で
は
、
琴
山
の
条
に
、
冠
吾
、
蕉
雪
を
二

代
、
玄
斎
、
白
陽
を
三
代
、
同
雲
、
翠
渓
を
四
代
、
雲
台
、
琴
澗
を
五
代
、
同
吉
を
六
代
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
万
日
山
に
あ
っ
た
村
井
家
の
旧
墓
地
で
は
、
見
朴
の
墓
だ
け
が
別
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
琴
山
以
下
は
村
井
家
墓
地
と
し
て
周
囲
を

昭
和
四
年
刊
行
の
『
肥
後
医
育
史
』
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
山
崎
正
董
は
健
在
で
あ
っ
た
こ
の
志
津
か
ら
調
査
上
多
く
の
便
宜
を
与
え
ら
れ

た
。
そ
の
結
果
、
あ
の
名
著
が
完
成
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
あ
の
当
時
、
村
井
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
尼
大
な
資
料
は
、
太
平
洋

戦
争
の
戦
災
と
、
昭
和
二
十
八
年
の
熊
本
市
白
川
の
大
水
害
で
、
す
べ
て
失
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
資

料
は
、
す
で
に
原
資
料
で
は
な
く
、
山
崎
正
童
が
当
時
と
っ
た
多
数
の
記
録
の
承
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
熊
本
大
学
医
学
部
内
の
肥
後
医

育
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

次
女
志
津
を
妓
後
に
幕
を
閉
じ
た
。

、
と
主
め
ブ
（
》
。

裏
面
に
は

見
朴
の
父
村
井
知
安
が
医
学
を
学
ん
で
熊
本
に
出
て
か
ら
、
家
系
を
守
っ
て
再
春
館
と
と
も
に
歩
い
て
来
た
観
が
あ
る
村
井
家
は
、
琴
油
の

琴
浦
邨
井
雲
台
次
女
志
津

八
代
凌
雲
邨
井
同
吉
残
後
家
督
相
続

円
寂
院
釈
尼
妙
静
慈
徳
大
姉

明
治
五
年
十
一
月
一
日
生

昭
和
二
十
年
七
月
二
日
残

十

、

結

霊
叩
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そ
れ
が
平
成
三
年
春
に
全
毫

墓
地
を
図
版
２
１
５
に
示
す
。

囲
ま
れ
た
区
画
の
中
に
、
琴
山
の
墓
を
南
向
き
の
中
央
に
置
き
、
二
代
蕉
雪
の
墓
は
西
側
で
東
向
き
と
い
う
よ
う
庭
配
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
平
成
三
年
春
に
全
面
的
に
改
葬
さ
れ
て
、
現
在
は
見
事
な
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。
墓
地
の
見
取
り
図
を
図
２
に
示
す
。
ま
た
村
井
家

こ
こ
で
は
知
安
が
養
子
に
い
っ
た
長
松
見
栢
か
ら
始
ま
り
、
同
吉
の
没
後
家
督
を
継
い
だ
志
津
ま
で
、
医
家
一
族
を
中
心
に
、
矢
之
助
ま

で
、
お
よ
び
分
家
の
村
井
習
静
と
そ
の
嫡
孫
の
貫
山
ま
で
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
新
し
い
碑
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

容
膝
邨
井
能
敦
は
鞠
池
二
十
五
公
肥
後
守
武
包
の
次
男
林
田
左
京
亮
能
次
よ
り
七
世
の
商
と
し
て
江
戸
時
代
初
期
木
部
の
里
に
生
ま
れ
、
医

を
修
め
て
才
を
認
め
ら
れ
江
見
栢
の
家
に
入
婿
し
江
氏
の
族
姓
邨
井
を
名
乗
っ
た
。
こ
れ
が
村
井
の
初
代
で
あ
る
。
歴
世
医
を
業
と
し
、
復

陽
、
琴
山
、
蕉
雪
の
三
代
は
肥
後
藩
の
再
春
館
の
教
授
と
し
て
多
く
の
門
生
を
育
成
し
た
。
歴
代
医
は
仁
な
り
と
貧
富
の
別
な
く
診
療
を
行

い
、
国
手
邨
井
の
盛
名
は
西
国
一
円
に
広
ま
っ
た
。
然
し
乍
ら
世
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
古
医
方
は
衰
退
し
、
八
代
目
凌
雲
を
以
て
医
業
を

廃
す
る
に
至
っ
た
。
容
膝
邨
井
能
敦
の
子
孫
祖
先
の
冥
柵
を
祈
り
、
笙
域
を
改
め
た
の
を
記
念
し
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。平

成
三
年
春
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図2村井家墓地の見取り図

1：邨井見栢処士之墓2：容膝村井先生之墓3：

復陽邨井先生之墓4：琴山邨井先生之墓5：蕉
雪邨井先生之墓6：白陽邨井先生之墓7：翠渓
邨井先生之墓8：琴浦邨井先生之墓9：凌雲邨
井先生之墓10：円寂院釈尼妙静慈徳大姉11：
陸軍少佐村井矢之助之墓12：村井氏歴世一族供
養塔13：習静邨井先生之墓14：貫山邨井先生
之墓15：貫山先生墓道碑16：村井氏螢域の碑
文17：香花供養の台
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図版2村井家墓地（上：現在の墓地，下：旧墓地）
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図版3村井家墓地（上：西側の六基，下：南側の四基）

（90） 562



593

図版4見朴（復陽)，琴山蕉雲の墓石（上左：見朴の墓碑銘）
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図版5白陽，翠渓，琴浦，凌雲の墓石
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MedicaleducationandMuraifamilyofdoctorsinHigo
byToshiyukiHAMADA

TheMuraifamily(村井家)wasafamilyofdoctorssincethemiddleoftheEdoperiodtothe
MeijiinKumamoto.TomoyasuMurai(村井知安)startedasadoctorinKumamoto-fu.Kemboku

Murai(村井見朴)wasTomoyasu'seldestson.Kembokuwasorderedtoestablishapublicmedical
school,theso-calledSaishun-kan(再春館),bytheeighthlordofKumamotofeudalclan,Sigekata
Hosokawa(細川重賢)．

Theschoolwasopenedinl756.ThoughKembokuwasblindatthattime,hiseldestson
Kinzan(琴山)supportedhiminmanagingtheschoolasaprofessor.

AfterKemboku,Kinzan,Shosetsu(蕉雪),Kinzan'seldestson,Hakuyou(白陽),ShoSetsu's
brother,Suikei(翠渓),Kimpo(琴浦),Suikei'sbrother,andRyoun(凌雲),Suikei'seldestson,were
successivedoctorsoftheMurais.Sixdoctors,fromKembokutoKimpo,servedtheschool.

､

Theschoolwasclosedinl870.
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